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1, 根来寺旧境内遺跡発掘調査の概要

p 1~  2 

2. R 2 4バイパス関係発掘調査事務所通信

p 3~  4 

3 亀川遺跡発掘調雀中間略報

p 5~  7 
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＂｀｀虎内遺跡発板洞査の概要

1 大規模農遺建災工争に｛辛謬鱈邊該知発堀坂l杢も汀／日よ

I l)町始した
祗寺旧境内遺知概要現加：ついてば詳紐分布網登報告としてす

て` に埋尻文化賎情報吟．2げ‘いて速べて＂えぶ本年度振登区吟、‘もそ

の一画を成‘すものであリ S-/年度銅杢巴知翫料控している．

現這奎も行つている］地巴、 11地巳1ま現行直釦拡厖坪伽こかみ限つ

て行なわれているもがである． この道路は古くがらの道とダ7‘‘つている

ね＜‘ ． 完拷し枕ー｛可の建物群（毘坊）の党切—辞て｀絹登を行フて V‘ る

のみて、亀その急味では十分な成‘果

の莉痔で謬性質のものでばなし‘・

以下(-、 I地巴 n地巴の相杢叫尻

要l'、ついて述べる． (J:__田）

tr虹（オ／図・ 2図）

麟柔内田（心刃

へ ／／

現存する覚鉤釦馴 I知IJ冗ぷオ1把巴ぐあリ筵史ふ年 (I6霞）

叶鯰逹辱地図によれば｀成和知ょばれる建物が存左した℃：みて‘杭

重直床土を最小心殺叡焼土を夕董に含む土塁杖‘の土塞リを検出

I レた，この遠リの中がらば 印年度の棚杢ては出土した大券虚釦

I汲印反刃蜘血品等が多菱r検訳れいる，

I この土釦を排除し 約ふ況掘り下ず‘た'lミろで止記躊”

賃の土ゥ飼／(}(J程挨出された』拌菰置重復しているもの力＼〗舷夕＜

如ぅれ条度が呪建唇尤が行なわれ紅わろうこ乙が‘推測される、

ー／一
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I 土拡にば焼土を含もものが多く 中でも砂¢とよぷ土砿11-秀砂怨

＇末寺燒氾燻パのと考んりれる焼土ガ＼埋めうれてち‘] 基疇砂 I
ば哨の時代の作乙思われる直径琴c況の青磁の立が出土して‘‘る、又

心腔の土拡b‘ りl虹詞度直主出土した二石吠甕這釦甕が｀_t_ l

輝欠横したK態て検出ごれていか検叙どれた枯文による建物の復元

等ドつヽ ＼てば友田ば衷ることにし 臥上ともって I蛇豆現在訳｀の概

要乙する』 （冨加見） ！ 

ナi克巴

仁吃巴ば広て約／tJ(}O元で／0月Iで詞奎をする予定であるしこ ！ 
の地巴ば沢伯田畑になっていたこ乙tゞあリ オご尻、広氣叩双の 1

杓塁かみうれるJ現在のどころ東恢l幻江戸態と忍われる石紐みを険 I

出し在のみである疇責煽ょ哀上乃 ね巧い甕（萄詞）青磁燈明皿

及的拉鯰している、 （字野）

沖／図

1地巳ル．¢土広

内悶土附口亜

幻畜苛焼3り油童
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I 
Iえ忍ぎバ凶

Iパス饂麟

I和影所

文扱省‘より

委託を受げて

1 史施する今百

の朗を（よ` 固

況吟子、象ベイ

I¥スエ争に｛半

う事前桐む

認

紐紅1ま

｀市にお

いて粟も玖‘ ;],、炉＇＼書,-'..̂,̀ 、べ立蔚．：こいぐi‘:) ,‘.<• ， ー-L -一／9,．疇茫．、1

:::‘てし、て口 ＼宣疇コ¢j}こーノ＼っ「｀` ー ロ

杢定付近に（ま X匹現在発堀中の地ぎ、 I 
国該史訊紅 叩匂 、口田遺躇、和譴砕 津恥遺跡厄‘0、I
数担東年這虚加吠謬楠千塚古噴応花山古噴群ぶ杵在する・1

麟ま町村宮の北併lを通リ 詑山る崖も化に正足して八軒屋虚炒 l 

のぐ棚登免囲 l謬訂忠り東約口りり‘り北東方向約7/)()況に反ぶ． I 
綱(1.略和ふ2年度へ賂和四年度までの 3ケ年の予皮 l 

朝を対象遺跡It音廂よ蹄喝神▽直叡‘あるが、j砕沙心年度-IJ‘うfJ.6I 

年度にかザて近欲自動車道建設のわめ 音浦逹知—坪喝神 I I遺

蹄などが発掘祠杢でれ 音消‘没跡、で1文古墳時代の住居閲及び掘立柱

-3 -



足物衛遺扁等がも見てれている．又喝神正度尉‘1ま宮ヰ翫墨蹄！

遠戻てれる米知液幻れ多竜の上器類］襄恥＼恣見されている．！

また 襲嬬年度（文ぢいてこの道路嚢長で｀ある日前宕北東年秋 I
月遺跡、の一年を発掘拒杢し 古墳時べ奈良時代｀録念詩代‘の各遺構

遺物が発見されている現択砂 今回の詞奎する遺踪ばそれうとの関係

1 //]  

□三二／こニニ?11

| 2 牛 I

l-------

疇いものと考えられる．又 日訂宮l'.:.のががわりも考えていがね（まな

らない地域て‘もある現在阪r:i周奎も哀施しているbY （日前宮東針

鳴神v直貨）知いろ明確な遺為ば桧出叶1ていないため遺跡疇

容Iてついてば今む殷告（口りりた凡なわ遺物l訂頁息器上節器

陶謬（青磁恥袖） 黒色上器、兵器号多量 I~、出土している．（蒻）

出土遺物土師羞立（／・c:2・3・ /J.)
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I 均 1遺踪発掘詞登中間疇

I 1 遺応概要（第3図）

，海而市且来に舛在する外生蒔代‘を中心とした遺睛である、本改応謬和

I I/-戸年海南市立も1』＼啓捩吟建茶慣発見され在もの｛‘粒訳・‘(<

I小営岐い接する亀叶中ぎ該這紅‘中営装邊動廟靱戸疇部9三

Iケ吋応這碍い＼一程認訊いる嗣杖‘奏耐烏で（紅土翫竪哩上天

I 々A、J3.C抱爽と巴別したが直物ば弥、生時代` 後期と中心とし在もの

I で全＜差只が認めうれな V‘．同一北踏りかなリ広苑固なもの直い

Iれる，

今般侮南市放育元灸いもl小学技這ヘホ育館辺茨を予灸した，

赦育委員会がら恣抵穎杢呼託を受1-J繹賛文化瓜詞杢研究会は早急

I相鯰を翌攻し 、7仁／り尋虹訊施してぃ謬ぶ辰

＇ 遺跨（這麟釈紅、江ね約ょ、ク）く灰急）］｛荀方約ょんグ次の地夫

lて｛這している．光理的にば ：の府近で 急に山り＼豆） ふぐい峡 l
釦知た谷あいの立浪裾罰お知ている．亀／）’lfJゞ形成、する沖績乎

1か鱈にあた 1）あ方に 1文平野bゞ 急疇むている， 1 

l 町辺 I~、 1文．亀バl 右岸（又吃ヶ峯没那ク疇蹄．胆斤謬這唸 I

1 噂訊‘土器肛誌町扱布する遺跡bゞ 存在している．ま丸亀lげ野！

！を辰りぼく立陵ー苓にば岡村八畔社古墳群山肴環群呈山古頃詳！

i菜隊寺古墳群、同村が戌群多田［山言虹叩辱噴科焙た＜ぐん I
I の古噴料0ゞ 存在している．てりに岡材を中心とする条里制改影東＼の ！ 

］広がり 1尋詞叫‘終つているJわすかにその一鈴力＼□東の小野町セ

I 区へのひ‘‘ているにすざ‘な V‘•
l a 朗奎

l "頃鯰体育姥ね扱予尺把＼束面.2.2況 X紅 3¢況 (77..,2灰仇

I 
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紐塁茨予知吟食文悩元合叶拉げれュの記囲l1.於てである． 7
月..;;../1l PY¥ 0 1fi1虹畔 汀.20日現在で予史の匁ず這化した程度でお

るJ以下壕略む祠荻告する．

鐸也ま大正年町がジぽ数回にわたる杖含足槃牛育施履護登逆

寄によ？てすでに破かれている邦分が多いが祠登はそれうの考冷色

唸＜ 全面発掘も史花している、

“乙レてばオ／～和グぷではばぼ全域‘について同一レベ Iレて確

認m¥,、る 特に炉，ふ弓疇し土力＼へ同一レベ‘Iレであるといク手1ま、

鯰枠戸時追が恕象てさ、明らが（口人工的な整姥.Cある事ヵvわがる．
（叱面 DII試‘掘狐叩芯模‘図）

北面Dll訊名坑森式g
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幻恥らば、北面DI/試‘屈釦‘、オ／3み

まで砲認けれいるがオ／ょノジに遺厨‘爽

と々混入して、ヽ る． そして上部のク、？， II

弓に砂手1多り＼あフて非常（＜腹粒｛くなフてい 1 

る，検：出 2れた遺物吋昂では就生時代‘

麟（石試）てあl) 兄／～クでは中

翔（紅訊）のもので、あ？た． このミ'l I 
ば呵らかに急）Ilの元滋による推役を物語 I
つておリ オ／み多の遺加瞑疇叶な I
而がら流されて涅もれれものと考もジれる． I
この氾羹ま叱面疇半分 I~ わたっている様 l
である． （但し 苛速したオ羨I~ 牙¢クまで 1 

ば全域＼：於て碓認てれてお＇）当忍濱
ぽ）印6r1 弥這召榔（袴ァ襟1-:) も乃訳‘l詮吠疇直認されてお‘り

知冗手生時代‘中期（サlit.怒~)
当尽和ター称生後其月の生活面1む妃滋

3Et” 
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め推積復のものて、ある，

遺加してば南約すの紀団で多数のヒ°、／卜群ぶ｀検出ぐ奴心．ま

え中央郊に束面iくのびる` 称（疇）があJ) 多数の土悉片が発堀ざれて

いる．更（ー、北耐於ては径豹わり疇位居址＼苑認aれつつある．
（後期）

3 遺物（オ匹、直）

1 全改、力も多数疇、生土幕肛` 愁堀ぐれているが 特麿武楠Iミ数も多く

I承種も豊富である

I 1. 2.3（ま DII叙掘琉オ1;1で発掘ぐれたものである． Itま二段
！ 膏面三脅形の史帯をもフもので上邦lズニ条の政状‘文．詞 I~~ り下部

l に直線文を施している．よの高汗脚印 Iミば外面にされいにヘラみ•IJ\、さヵ＼‘｀
I見ぅれる．内坪1くば粘土しわ岱捻． 3|這炉ある．以上／ 9 .2.． 3 

Iば中如仁祢式‘)に比知‘さる．同辺の岡村麟海南敲奴庭遺跡

I大野中逹沐がら 同釦ものが出土して、ヽ る．

I 

＃へ 91まがろがら発掘tれたものて‘わる． 4の甕ば外面クタキ、内

面＼うみ妍奴`｛±:..1:::.ず‘ていゐ． か直Iむ口婿逸りゞ ゃゃ全下している．頸

胴面｛＾ヘラ砂‘乏 bヽ みうれる． 6ば魏の一卸で口象へ胴坪ど尺矢して

］．外面に巧令が見シれる． 7、flまあ坪祐‘ある..?ば片岩島

芍滋娃車である．＃～fともに後刻（オ▽採入‘)の的である、

以上笥箪な中叫釈告であるも＼‘ もう少し発探が進めlJ遺跡の全貌疇 l
らがとなるでも砂． （植田涙彦・中尼患市） I 
緒集注その後の詞登I:、籾新たに炉恥疇址が検幻れてい討す. I 

時期などについて今知荻告を符ちた心思いますJ
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